
2017.2

特
集 

い
ま
こ
そ
、「
戦
後
」を
問
い
な
お
す

現
代
中
国
学
に
お
け
る「
戦
後
」の
所
在
◎
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1

 

鼎
談 

「
戦
後
」再
論
─
─
そ
の
多
元
性
に
つ
い
て
◎
清
水
奈
名
子
×
竹
峰
誠
一
郎
×
加
治
宏
基････

3

論
説

中
国
と
国
際
レ
ジ
ー
ム
─
─
挑
戦
者
か
、そ
れ
と
も
擁
護
者
か
─
─
◎
徐 

正
源 ･･････････････････････････

35

初
等
教
育
の
普
及
と「
戦
後
」中
国
社
会
◎
大
澤 

肇 ･･････････････････････････････････････････････････

43

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、戦
争
と
日
本 

　
─
─
そ
し
て
忘
却
さ
れ
た
ア
ジ
ア
─
─
◎
ビ
ー
ト
ラ
イ
ス・ト
レ
フ
ォ
ル
ト ･････････････････････････････････････････････

63



Vol. 45

合
法
性
と
帝
国 

　
─
─
台
湾
を
事
例
と
し
た
日
中
関
係
に
お
け
る“
正
義
”を
め
ぐ
る
戦
い
─
─
◎
バ
ラ
ク・ク
シ
ュ
ナ
ー ･･･････････

81

棄
て
ら
れ
た
台
湾
人 

　
─
─
台
湾
人
元
軍
人
・
軍
属
及
び
戦
犯
の
釈
放
と
補
償
請
求
を
め
ぐ
っ
て
─
─
◎
和
田
英
穂 ･･････････････････････

107

台
湾
人
戦
犯
と
戦
後
処
理
を
め
ぐ
る 

越
境
的
課
題 1945 –1956 

◎
藍 

適
齊 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

127

講
演
採
録

「
異
中
国
」の
卑
小
さ
と
文
学
◎
閻 

連
科 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････

149

閻
連
科
と
は
何
者
か
◎
王 

堯 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

163



［表紙絵制作=池田朱実］

 

田
宮
昌
子
著『「
北
支
」占
領 

そ
の
実
相
の
断
片
│
│
日
中
戦
争
従
軍
将
兵
の
遺
品
と
人
生
か
ら
』　
樋
泉
克
夫 ･･･････････

80

 

柴
田
哲
雄
著『
習
近
平
の
政
治
思
想
形
成
』　
三
好 

章 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

106

書
　
　
訊

Book

書
評

馬
場
毅
編 

『
多
角
的
視
点
か
ら
見
た
日
中
戦
争
─
─
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
文
化
・
民
族
の
相
克
』◎
堀
井
弘
一
郎 ･････

175

奈
良
岡
聡
智
著 

『
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
は
何
だ
っ
た
の
か
─
─
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
中
対
立
の
原
点
』◎
馮 

青 ･･･

181

ボ
ヤ
ン
ト
著 

『
内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
見
た
中
国
現
代
史
─
─
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
の「
民
族
自
治
」』◎
木
下
光
弘 ････････

188

馬
場
毅
・
許
雪
姫
・
謝
国
興
・
黄
英
哲
編 

『
近
代
台
湾
の
経
済
社
会
の
変
遷
─
─
日
本
と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
』◎
や
ま
だ
あ
つ
し ･････････････

194


